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年
間

一
時
金
要
求

一
〇
〇
万
円
を
掲
げ
て
、
二
〇

一
三
年
春
闘
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
金
額
は
、
基
幹
労
連
の

「生
活
を
考
慮
し
た

要
素
」
と
し
て
の
要
求
額

一
二
〇
万
円
よ
り
も
二
〇

万
円
も
控
え
め
な
も
の
で
す
。
経
営
側
は
“
創
業
以

来
最
大
の
危
機
”
と
の
理
由
か
ら
、
こ
の
要
求
に
す

ら
応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
期
末
の
経

常
利
益
が
二
五
〇
億
円
の
赤
字
に
達
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
経
営
状
況
は
過
去
最
低
の

一
時
金

（八
五
万

円
）
で
あ

っ
た
二
Ｏ
①
二

・
三
年
当
時
よ
り
も
悪
化

し
て
い
る
と
の
説
明
で
す
。
し
か
し
、
神
鋼
は
二
〇

〇
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
の
間
、
毎
年

一
千
億

円
を
は
る
か
に
超
え
る
利
益

（連
結
）
を
稼
ぎ
出
し

て
お
り
、
そ
の
半
分
近
く
は
内
部
留
保
に
積
み
増
さ

れ
ま
し
た

（図
１
）。

従
業
員
の
働
き
に
よ
り
蓄
え
た
こ
の
内
部
留
保
の

一
部
を
融
通
す
れ
ば
、　
一
〇
〇
万
円
の

一
時
金
は
可

能
で
す
。
過
去
最
低
の
人
五
万
円
に
、　
十
五
万
円
を

上
積
み
す
れ
ば
済
み
ま
す
。
神
鋼
の
従
業
員
（連
結
）

は
約
二
万
六
千
人
で
す
か
ら
、
二
〇

一
二
年
度
九
月

末
の
内
部
留
保
四

一
人
①
億
円
の
わ
ず
か

一
・
三
％

で
あ
る
五
四
億
円
を
融
通
す
れ
ば
可
能
で
す
。

滅
る
勤
労
者
所
得
と
増
え
る
企
業
内
部
留
保

総
務
省
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
五
三
万
あ
っ
た
二
人
以
上
の
勤
労
世
帯
の
平
均
月

収
は
、
二
〇

一
二
年
に
は
四
人
万
円
に
減
っ
て
い
ま

他社より20万 円低い要求 !昨年実績より3万 円低い要求 !
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tALtS,五

す
。
年
間
で

一
カ
月
分
以
上
の
収
入
が
消
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
】
】れ
で
は
、
個
人
消
費
が
落
ち
込
み
、

デ
フ
レ
不
況
に
な
る
の
も
当
然
で
す
。
一
方
こ
の
間
、

日
本
全
体
で
は
、
企
業
の
内
部
留
保
は
約

一
六
〇
兆

円
も
増
加
し
、
四
六
〇
兆
円
の
巨
額
に
達
し
て
い
ま

す

（図
２
）
。
こ
の
お
金
は
設
備
投
資
に
も
給
与
に
も

回
ら
ず
、
余
剰
資
金
と
し
て
滞
留
し
て
い
ま
す
。

麻
生
側
絡
理
も
、
記
者
会
見
で

「企
業
家
の
、
も

し
く
は
離
曽
者
の

マ
イ
ン
ド
と
し
て
（内
部
留
保
を
）

給
与
に
回
す
等
々
の
配
慮
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

各
一月

一
二
日
ご

と
述
べ
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
活
性
化
の
た
め
に
は
、
国
民
の
所
得
を

増
や
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
割
を
占
め
る
個
人
消
費
を
押

し
上
げ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
国
内
需
要
が
増
加
し
企
業
業
績
も
改
善
さ
れ
ま

す
。
各
企
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
え
た
利
益
の

一

部
を
自
社
の
従
業
員
の
給
与
や
賞
与
に
還
元
し
、
日

本
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
鋼
も
日
本
を
代
表
す
る
企
業

と
し
て
、
そ
の

一
翼
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
苦
し
い
時
に
蓄
え
の

一
部
を
取
り
崩
す
の
は
、

一
般
家
庭
で
は
当
た
り
前
で
す
。

生
活
維
持
と
職
場
活
力
の
た
め
に
満
額
回
答
を

組
合
も
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、　
一
時
金
か
ら
税

や
社
会
保
険
料
を
引
か
れ
る
と
手
取
り
は
大
き
く
減

り
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
や
子
ど
も
の
教
育
費
、
月
々

の
生
活
費
の
補
填
等
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の

一
〇
三
万
円
で
も
家
計
の
や
り
く
り
は
大
変
で
し
た
、

職
場
活
力
の
た
め
に
も
満
額
回
答
を
。



管

「は
が
ね
の
会
」
は
昨
年
九
月
、
神
戸
製
鉄
所
の

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
つ
い
て
五
項
目

（注
参
照
）
に
豆

つ
て
労
基
署
に
申
し
入
れ
し
ま
し
た
。
今
年
の
二
月

そ
の
結
果
を
確
認
す
べ
く
、
再
度
労
基
署
を
訪
問
し

ま
し
た
。
労
基
署
は
内
容
に
つ
い
て
は
会
社
に
開
い

て
ほ
し
い
と
の
返
事
で
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
こ

の
問
題
は
労
働
組
合
を
通
し
て
解
決
を
図
る
の
が
筋

だ
と
考
え
、
神
鋼
労
組
に
左
記
の

「申
し
入
れ
」
を

行
い
ま
し
た

（書
記
長

・
書
記
次
長
さ
ん
、
応
接
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）
。
今
は
、
情
報
公
開
し
て

オ
ー
プ
ン
な
議
論
で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
時
代
で

す
。
「は
が
ね
の
会
」
も
そ
の
立
場
で
臨
み
、
そ
の
都

度
公
開
し
つ
つ
、
問
題
解
決
に
あ
た
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

会
社
が

一
刻
も
早
く
、
労
基
署
の
是
正
勧
告
を
職

場
に
公
表
し
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
根
絶
に
踏
み
出
す
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

注
）
五
項
目

①
就
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
不
払
い
部
署
が
あ
る
。

②
関
連
会
社
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
不
払
い
。

③
二
〇

一
一
年

一
〇
月
以
前
が
不
払
い
。

④
報
告
書
作
成

・
Ｑ
Ｃ

・
教
育

・
研
修
の
不
払
い

⑤
食
事
休
憩
時
間
が
取
れ
な
い
。

熟
練
社
員
再
雇
用
制
度
の

一
部
見
直
し
が
昨
年

一

二
月
二
〇
日
に
会
社
か
ら
組
合
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
案
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

①
　
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
戦
力
で
あ
る
再
雇
用
者
の
尊

脇
を
無
視
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
低
処
遇
。
そ
の
改

善
に
、
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
二
〇

一
三
年

以
降
は
六
五
歳
ま
で
段
階
的
に
無
年
金
と
な
り
、

収
入
が
著
し
く
減
る
中
で
、
今
の
基
本
賃
金
で
は

ま
す
ま
す
生
活
は
苦
し
く
な
る
。

②
　
今
回
、
新
し
く
対
象
者
と
な
る

「退
職
時
に
副

務
１
＆
２
級
、
基
幹
補
１
＆
２
級
」
の
人
と
出
向

者
は
、
経
過
措
置
に
縛
ら
れ
、
二
〇
二
〇
年
度
ま

で
、
六
五
歳
ま
で
の
再
層
用
が
保
障
さ
れ
て
な
い
。

③
　
出
向
者
の
再
雇
用
は
、
出
向
先
会
社
で
の
直
接

雇
用
と
な
る
。
そ
の
際
、
賃
金
や
勤
務
態
様
な
ど

で
不
利
に
な

っ
て
も
救
済
さ
れ
な
い
。

組
合
は
、
①
に
つ
い
て
は
、
同
業
他
社
が
処
遇
を

引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
不
満
を
表
明
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
の
撤

廃
に
言
及
し
て
い
ま
す
。
③
で
は

「当
社
に
て
再
雇

用
し
た
上
で
出
向
す
る
」
と
い
う
形
態
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
組
合
ガ
ン
バ
レ
ー
応
援
し
ま
す
。

い
か
な
ど

節

子

解
禁
の
舶
子
漁
や
浜
日
和

取
れ
立
て
の
細
子
に
見
る
海
の
色

触
子
の
釘
煮
と
地
酒
あ
れ
ば
よ
し
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